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海友祭で研修生が成果を披露
道立漁業研修所で11月8日、『第２回海友祭～

海と僕たちの生きる道～』が開催されました。

半年間の研修成果発表の場として、地域住民と

の交流を目的に昨年から実施しているもので、本

年度の研修生44人が来場者と触れ合いました。

研修生手作りのタコ・ホタテの薫製やサケフレ

ークが格安で販売され、人気を集め、漁具の展示

や網修理の実演コーナーでは多くの来場者が興味

深げに足を止めていました。また、ロープワーク

や海藻押し葉の体験コーナーも設けられ、子ども

たちが参加して楽しんでいました。
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北海道指導漁業士（頓別漁協）の

河島隆八さんは、ホタテ桁網漁業を

中心にさけ定置網漁、タコ箱漁など

を営んでいます。

河島さんは「地まきホタテ漁は農

業みたいなもん」と話します。

「海は畑と同じ。良く耕してヒト

デを取り除いて稚貝をまく。まいた

後は八尺を入れられないので水揚げ

まで篭でヒトデを駆除している」

頓別漁協の地まきホタテは漁場を

4区画に分けて順番に収穫していく

4輪採制です。

「春の早い時期、外気温が上がら

ないうちに稚貝を放流するようにし

ている。気温が上がると稚貝の鮮度

が落ちる。良い稚貝をまかないと良

いホタテは育たない」

頓別の漁場には頓別川が注ぎ込

み、陸からの栄養を運んできます。

「頓別のホタテはグリコーゲンが

多くて美味しい。札幌市場でも居酒

屋から頓別のホタテがほしいと名指

しでくるらしい」

漁師になって40年あまり。

「長年やっているとホタテの扱い

にしても何にしても、こうすればこ

うなると分かってくる。仕事が仕事

を教えてくれる。ここは結構後継者

が多いが、若い人は前向きに学ぶ姿

勢を持っている。若い人なりに考え

てやっている。オレらにない発想も

ある。自分らの年になるといつも同

じ感覚でものを見てしまうが、そう

いう考え方もあったかと若い人から

教えられることもある」

3人息子がいて、全員大学まで出

してやれたのはホタテのおかげと河

島さんは言います。

「爆弾低気圧で去年のように減産

することはあるが、ホタテがあるう

ちは何とか飯が食える。漁師は自然

相手の商売。自然は恵みもくれるが

牙もむく。しょせん自然には勝てな

いから合わせるしかない。だから、

漁師って図太い。今日悪くても明日

良ければ何とかなるさ、明日頑張る

ぞとプラス思考で生きている」

オホーツク海には毎年流氷が接岸

し、その間は休漁になります。

「オホーツクの海が豊かなのは流

氷のおかげ。3ヵ月あまり休漁を余

儀なくされるが、これは資源にとっ

てはすごく良いことだ。人間には欲

があるから休みなく周年操業してい

ると獲り尽くしてしまうかもしれな

い。北海道の漁師は資源に対する意

識が高くなり、サケでもシシャモで

も時期には網を揚げてちゃんと親魚

を確保している。以前、漁業士会で

九州に行って向こうの漁師と懇談会

を持ったときになんで獲らないんだ

と聞かれたことがある。親を残さな

いと再生産できないから我慢してる

んだと答えたら、うちで獲らなくて

もよそが獲るからと言われたので県

をまたいで話し合いして資源を守る

べきだと意見を述べてきた」

河島さんは平成3年度に漁業士の

認定を受け、現在は宗谷管内漁業士

会の会長を務めています。

「おかげで全道に友達ができ、い

ろんな面で助けられている。電話で

情報交換したり、困ったことがあっ

たら親身になって教えてくれる」

宗谷管内漁業士会では青年漁業士

が中心となって一昨年から管内の小

中学校で出前授業を行っています。

「子どもらに魚のおいしさや漁業

の魅力を知ってほしいと始めたもの

で、コンブやホタテ、ヒラメなどの

授業をやっている。去年、一昨年は

1校だったが、今年は4校でやる」

頓別漁協の監事でもある河島さん

は積極的にいろいろな会議に参加し

て役所の人たちにも顔を広げ、浜の

窓口になるよう心がけています。

漁業士発 アクアカルチャーロード

指導漁業士（頓別漁協）
河島　隆八さん

仕事が仕事を
教えてくれる

仕事が仕事を
教えてくれる

良い畑に良い種を

休漁は資源を守る

青年漁業士が出前授業
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本調査は、常呂川水系（網走支

庁管内）における、在来種のサク

ラマスと外来種のアマゴの分布及

び両種の交雑実態を把握すること

を目的として、北海道開発局網走

開発建設部から公社が受注し、

2006年（H18）から2007年

（H19）にかけて、図１に示す調

査地点で実施しました。育てる漁

業No.419で、この調査結果の第

1報を紹介しましたが、本稿では、

これに続いて実施された交雑状況

の結果と2007年（H19）に新た

に実施された産卵床の調査結果を

ご紹介します。

調査河川の常呂川は、置戸町の

三国山に水源を発する流路延長

120㎞、流域面積1,930㎞2で、

置戸町から北見市を流れ、オホー

ツク海に注ぐ一級河川でありま

す。この川には、河口から104㎞

地点に、洪水調節、流水の正常機

能の維持、かんがい、水道などを

目的とした、鹿ノ子ダムが1983

年（S58年）に建設されました。

このダム湖は、現在、「おけと湖」

となっております(図１)。

北海道における重要な水産有用

種であるサクラマスは、常呂川に

生息分布しています。一方、今回

とり上げるアマゴについては、神

奈川県以西の本州太平洋側、四国

全域、九州の一部が生息分布域で

あり、北海道には元々は生息して

おりませんでした。

アマゴは、常呂川本流の魚介類

調査として、北海道開発局が

1993年（H5年）、1998年

（H10年）、2003年（H15年）

に実施した、『河川水辺の国勢調

査（国土交通省）』により確認さ

れました。このアマゴは1986年

（S61年）から1990年（H2年）

にかけて、流域の住民により、遊

漁目的として、長野県産の稚魚

（体長3～5㎝程度)を鹿ノ子ダム

上流及びダム下流域に、放流され

たことから、これ以降、常呂川流

域の広い範囲に分布するようにな

ったと考えられます。

2006年（H18）の調査結果か

ら、常呂川本支流の広い範囲で、

サクラマスとアマゴの交雑が生じ

ていることが明らかとなりました

が、両種の産卵状況についての知

見は無かったことから、2007年

（H19）に、常呂川水系の両種の

交雑と産卵状況を把握することに

より、在来サクラマス資源の保全

対策を検討することを目的とし

て、産卵床調査を実施したもので

あります。

調査は、サクラマス幼魚・アマ

ゴ幼魚の定着時期（8月）とアマ

ゴの産卵時期（10月）に、常呂

川本支流とダム湖（おけと湖）で

魚類採捕を行いました。

DNAの解析は、捕獲した幼魚、

降海型スモルト及び親魚から採取

した胸鰭を材料とし、2006年

（H18）の分析方法と同様に

RAPD-PCR（増幅断片多型）法

により行いました。種特異的に増

幅した断片型から、サクラマス・

アマゴ・雑種（1世代目：F1と2

世代目以降：FX）の判別を行い

はじめにはじめに

アクアカルチャーロード栽培公社発

図１　調査地点

常呂川におけるサクラマス（ヤマメ）と
アマゴの遺伝的撹乱について　－第２報－

常呂川におけるサクラマス（ヤマメ）と
アマゴの遺伝的撹乱について　－第２報－

調査河川の概要調査河川の概要

調査目的と方法について調査目的と方法について

常呂川におけるサクラマスと
アマゴ分布の経緯について

常呂川におけるサクラマスと
アマゴ分布の経緯について
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ました。

産卵状況は、2007年（H19）

10月に鹿の子ダム直下の常呂川

本流6㎞区間で踏査し、産卵床の

分布と底質・水深・流速等の産卵

環境条件を計測しました。

RAPD-PCRによる種判別から、

2007年（H19）8月の河川内で

は、ヤマメが40.6％、アマゴが

6.1％、雑種F1が5.5%、雑種FX

が47.8%出現しました（図2A）。

10月のダム湖内では、ヤマメが

11.1％、アマゴが2.2％、雑種

F1が15.6%、雑種FXが71.1%

（図2B）、河川内では、ヤマメが

23.1％、アマゴが6.9％、雑種

F1が8.0%、雑種FXが62.0%出

現しました（図2C）。ダム湖内・

河川内ともに雑種が全体の50％

以上を示し、特にダム湖内では雑

種F1及びFXが合せて86.7％と高

い割合を示しました。また、幼魚

の他に親魚（写真1）と降海型ス

モルトが採捕され、これらの中か

らも雑種が確認されました。

2007年（H19）8月・10月に捕

獲された親魚のうち、雑種Fxと

F1の出現割合は82～93％と高

い割合を示しました。

産卵床調査で確認された産卵床

は総数24箇所であり、特に、ダ

ム直下周辺では7箇所と多く見ら

れました（図3）。産卵床の多く

は、水際に近い倒木の下や石裏な

どの緩流域で確認され、水深

0.10～0.40m、流速0.13～

0.60m/sの範囲にありました。

さらに、産卵床箇所の底質(N=5）

は、粗礫・中礫が主体であり、と

もに約40%程度、中央粒径ｄ

=6.5～20.7㎜、産卵床の大きさ

は平均長径1.09m、平均短径

栽培公社発

図2 常呂川水系におけるヤマメ・アマゴ・雑種の出現割合（楠田(2008）を改変)
A) 2007年８月河川内で採集したサンプルN=362,
B) 2007年10月ダム湖内で採集したサンプルN=45
C) 2007年10月河川内で採集したサンプルN=324

図3 常呂川サクラマス及びアマゴ産卵床分布図

調査結果調査結果



0.54mであり、他河川で一般的

に見られるサクラマス産卵床と比

較すると、全体的に小規模なもの

でした。また、産卵床より出現し

た産着卵の色は、サクラマスの朱

色とは異なり、黄色を呈していま

した（写真2）。

2006年（H18）及び2007年

（H19）の調査結果より、サクラ

マスとアマゴの交雑は、常呂川水

系河川及びダム湖全体に広く及ん

でおり、河川内で雑種からの再生

産も行われていることが明らかと

なりました。

両種の交雑の影響としては、富

山県では、両種の交雑により魚体

の小型化や親魚回帰率の低下など

が生じることが報告されているた

め、常呂川水系における両種の交

雑の現況から、北海道における重

要な水産有用種であるサクラマス

の保全対策を検討する必要がある

と考えられます。本調査結果で明

らかになった常呂川における在来

サクラマスの現況から、今後、他

河川水域への拡散防止を図るとと

もに、アマゴ及び雑種を減少させ

るため、以下に示すいくつかの対

策が挙げられます。

1．人工産卵床へ誘引し産出卵を

駆除、2．ダム放流量の調整（産

卵後に減水による産卵床の乾出）、

3．アマゴ及び雑種の捕獲（直接

捕獲・釣り大会等）と再放流の禁

止、4．常呂川在来サクラマス種

苗の放流や保護エリアの創出、5.

広報活動などが考えられます。

このうち、アマゴ及び雑種の減

少に最も効果があると考えられる

ものは、再生産を阻害し、直接的

な資源減耗を起こすことを期待す

る1の「人工産卵床への誘引」です。

同様の方法は、本州では、外来魚

ブラックバスの駆除のために試行

され、一定の効果が得られていま

す。一方、サクラマスの人工産卵

床については、当公社が過去に実

施した事例として、積丹川でウェ

ッジダム（帯工）によるサクラマ

ス人工産卵床の造成があります。

これを基に、常呂川における今回

の産卵床調査の底質・水理の諸条

件を考慮した人工産卵床を造成

し、サクラマスとの産卵期の違い

や産卵床の大きさから、アマゴ及

び雑種が産卵した受精卵を選択的

に駆除するといった手法が考えら

れます。なお、実施に当ってはよ

り詳細な検討が必要とされます。

今後、アマゴは北海道には元々

生息しない「外来種」であるとい

う認識を高め、他河川への拡散を

防ぎ、北海道のサクラマスの保全

を行っていくためには、一般市

民・学識者・関係各機関を含め

て、地域全体としての取り組みと

して進めることが必要になってく

ると考えます。

本調査を進めるに当たり、機会

を与えていただいた北海道開発局

網走開発建設部、適切なご助言な

らびに資料のご提供をいただきま

した、富山大学理学部生物学科

山崎裕治准教授、また、遺伝子分

析につきまして、全面的なご協力

をいただきました、北海道立水産

孵化場内水面資源部の新谷康二部

長・楠田聡博士に厚く御礼申し上

げます。

(調査設計部生態研究室主任技師

藤井　真)
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アクアカルチャーロード

まとめまとめ

謝　辞謝　辞

写真1 採捕された親魚個体
（上段：雑種個体、下段：サクラマス）

写真2 産卵床で確認された産卵後斃死親魚と産着卵
（右上囲み内）
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大津漁協の青年漁業士、中村哲

蔵さんは平成7年から豊頃町内の

小学校で水産体験学習の出前講座

を行っています。

中村さんは平成6年度に北海道

青年漁業士の認定を受け、ほどな

くして豊頃町から町内の内陸部に

ある豊頃小学校でサケの話をして

くれないかとの依頼があり、それ

がきっかけで毎年出前講座を行う

ようになりました。

この13年間を振り返り、これ

まで続けてきた取り組みについて

中村さんに話を聞きました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

最初のころは獲れたてのサケを

持って行き、オスとメスの違いや

銀毛とブナの話をしたり、解剖し

て卵や胃・腸・心臓など内臓の様

子を見せたりしました。

初めての授業は印象に残ってい

ます。緊張してうまくしゃべれた

か分からないけど、みんな一生懸

命話を聞いてくれました。低学年

でしたが普段は切り身しか見てい

ないので、お腹の中の筋子や内臓、

頭など興味津々と熱心に観察して

いたのを覚えています。

体験学習の内容は、毎年見直し

て単調にならないよう組み立てを

変えたりして、いろいろと工夫を

凝らしています。

漁師ってどんな仕事をしている

のか、どうやって魚を獲るのかを

知ってもらうため、水産指導所の

協力で実際の定置網漁の出港から

網起こし、出荷までの作業をビデ

オに撮りました。そのビデオを見

せながら説明したり、定置網や流

し網の実物を持っていき、子ども

たちに触らせたりしています。

体験学習はサケの漁期中、10

月下旬ころに行い、魚は当日水揚

げされたものを持っていきます。

獲れたての旬のサケの美味しさ

を子どものうちに覚えておいてほ

しいと思い、平成10年頃からサ

ケフレーク・サケ鍋・イクラ醤油

漬けの料理体験をカリキュラムに

組み込みました。

始めは試食をメインにして料理

は手伝い程度でしたが、途中から

高学年には包丁を持たせ、サケの

身おろしを体験させています。各

班のテーブルごとに関係者を数人

付け、けがをしないように細心の

注意を払っています。サケをおろ

すのはみんな初めての経験で楽し

かった、家でもやってみたいと子

どもたちに好評です。おろしたサ

ケはみんなでフレークをつくり、

ビンに詰めて各自家に持ち帰らせ

ています。

サケ鍋やイクラ醤油漬けを作ら

せた年もあります。

また、サケの話では人工ふ化放

流の話をした年もありました。

限られた時間の中であれもこれ

も全部組み込むのは無理なので、

何を話そうか、作らせようか、話

と料理体験の時間配分はどうしよ

うかなど、13年たっても毎年常

に悩んでいます。

サケの体験学習と平行して地元

の大津小学校で地引き網体験を行

っています。

オスメスの違いについての話

地引き網体験

サケの身おろし体験

内容を見直して工夫　 獲れたての旬の味を

命と食のかかわりを

大津漁業協同組合
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大津小では以前から近くの長節

湖でPTAの漁業者が協力して地

引き網体験が学校行事として行わ

れていました。当初は網を引っ張

って獲れた魚をつかんで終わりで

したが、豊頃町や水産指導所の支

援を得てからは獲れた魚の生態に

ついて話してもらうなど内容も充

実していきました。

また、昼食にはPTAのお母さ

んたちが獲れたワカサギやアメマ

スを空揚げにして地元産のホッキ

ガイを使ったカレーライスと一緒

に出してくれます。

地引き網では生きた魚に触れる

ことで命をいただいているんだと

いう命と食のかかわりを学び取っ

てくれたらと願っています。

13年間続けてこれたのはいろ

んな人の協力があったからです。

これからも出前講座は続けていこ

うと思っていますが、今後の自分

の夢としては、都会にいる人たち

に大津に来てもらっていろいろと

体験してほしいです。サケってこ

ういうふうに獲っているんだと定

置網漁船に体験乗船して知っても

らい、安心・安全な本物を味わっ

てもらいたい。漁業者と交流して

漁業の良き理解者、応援団になっ

てほしいと思っています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

中村さんの活動を支援してきた

十勝地区水産技術普及指導所では

「水産体験学習の取り組みは食育

の一環として十勝管内漁業士会や

各漁協女性部でも開催するように

なり、地域の横のつながりもでき

ました。その波及効果は多いに評

価したいです」と話しています。

青年漁業士の中村哲蔵さん

人間活動による温室効果ガスの増加などにより、世界の地上気温は過去100年間で0.74℃上昇してお

り、今後もこの傾向が続くことが報告されています。海洋は、地球温暖化を緩和する機能を有しているも

のの、同時に水温、水位の上昇や酸性化など海洋環境の変化が懸念されています。本道周辺の海洋環境も

水温の上昇や浅海資源の分布域の変化など、温暖化の兆しがみられています。

このため、本道周辺の海洋環境や気象条件の変化が水産資源に及ぼす影響について明らかにするととも

に、今後の本道周辺における水産資源の持続的な利用について考える場として、「育てる漁業研究会」を

開催します。

テーマ：北海道における海洋環境の変化と水産資源について
日　時：平成21年１月16日（金）9:30～12:00
場　所：北海道第二水産ビル８階　大会議室（札幌市中央区北３条西７丁目）
講演内容

Ⅰ本道周辺の海洋環境について

北海道立中央水産試験場海洋環境部 部　長　　田中伊織

Ⅱ地球温暖化と最近の気象条件について

函館海洋気象台海洋課 課　長　　宮尾　孝

Ⅲ最近の海洋環境と漁業資源について　　

北海道大学大学院水産科学研究院 教　授　　桜井泰憲

Ⅳ本道周辺の浅海資源の変化と磯焼けについて

北海道立中央水産試験場　水産工学室 主任研究員　　干川　裕

総合討論 座長　北海道栽培漁業振興公社 副会長　　村井　茂
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宗谷漁協の漁業後継者、小沼翔

吾さんの実家はホタテ桁網、コン

ブ、タコ漁業を営んでいます。

一人っ子の小沼さんは、いずれ

は家を継がなければと心の隅で思

いながらも、外の世界も見てみた

いと大学へ進学しました。

「在学中のアルバイトで人に使

われるのは向いていないと分か

り、就職せずに戻って漁研に入り

ました。家の手伝いもしたことが

なく何も知らなかったので、基本

の基本を学べて良かったです」

戻ってきてまだ一年たったばか

りですが、漁師になって良かった

と言い切ります。

「コンブ漁は、最初は良いコン

ブの見分けがつかず、採ってみた

らぺらぺらだったりしましたが、

最後の方には見分けられるように

なりました。コンブ漁のほかは父

親と一緒に船に乗って、手伝いを

していますが、いつかは天気や潮

の流れを見て自分ひとりで船を動

かして仕事をしてみたいです」

この海でずっと生きていくと心

に決めています。しかし、温暖化

や環境が変わってきたら資源はど

うなっていくのだろう。このまま

の漁業を続けていけるのだろうか

と不安になるそうです。

「ホタテはちゃんと成長するの

か、タコは獲り過ぎていないだろ

うか、ナマコの桁は磯根を壊して

ないかなど、いろいろ聞いて勉強

して自分の目で確かめて、資源管

理をちゃんとやってみんなで海を

守り、今ある漁業を続けていけれ

ばいいなと思っています。将来の

抱負は、こいつに任せておけば大

丈夫と周りから言われるような漁

師になりたいです」

宗谷の漁業を担う無限の可能性

を秘めた若者です。

宗谷漁協

小沼　翔吾さ
ん

信頼される漁師に


